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このたび、真崎浦土地改良区の皆さんから村へ真崎浦干拓
事業関連資料一式が提供され、６月22日、村長室で贈呈式
が行われました。資料の一つ「真崎浦耕地整理図面」は、明
治44年、第３回目の干拓事業の際に作成されたとみられる
もの。真崎浦が沼地（湖）であったことが記される貴重な資
料です。資料を手に取りながら「先人の苦労があって、今
の真崎浦があることを忘れないでほしい」と皆さん。必要な
修復作業を経て「（仮称）歴史と未来の交流館」へ展示し、郷
土の大切な資料として村民の皆さんに伝えていきます。

崎 浦 干 拓 の 歴 史 を 知 る 鍵 に
真崎浦干拓事業の関連資料を交流館へ真

６月15日、自然科学の分野で顕著な研究業績を収め
た女性科学者に贈られる「猿橋賞」を受賞した市川温子
さん（村松、京都大学准教授）が、村長へ報告に訪れ
ました。市川さんは、素粒子ニュートリノの性質を解
明する「T２K実験」（J-PARCから発射したニュートリ
ノを約300キロメートル離れた岐阜県にあるスーパー
カミオカンデで検出する実験）に貢献し、今回の受賞
に至りました。「好きなことを一生懸命勉強すること。
それが夢の実現につながります」と話してくれました。

生 時 代 か ら の 夢 を 叶 え て学 市川さん、国内の女性科学者の頂点「猿橋賞」を受賞

【写真左から】井坂頼一さん（真崎浦土地改良区事務局長）、大
内松男さん（同前理事長）、川﨑卓男さん（同理事長）、山田村長、
大内静夫さん（同理事）、岡部裕子さん（同事務局員）


